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日
本
文
人
画
の
大
成
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
池
大
雅
（
一
七
二
三
ー
七
六
）。

大
雅
が
生
涯
描
い
た
「
真
景
図
」
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
を
中
国
の
名
勝
図
に
ま
で

拡
げ
る
こ
と
で
、
大
雅
の
「
真
景
」
観
に
つ
い
て
詳
細
な
作
品
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
意
識
の
根
底
に
は
、中
国
の
詩
文
や
版
本
の
図
様
が
あ
り
、
中
国
古
代
の
憧
れ
の

詩
人
た
ち
が
見
て
い
た
景
観
を
、あ
た
か
も
目
前
に
あ
る
か
の
如
く
鑑
賞
で
き
る
よ

う
な
意
図
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
著
者
が
長
ら
く
取
り
組
ん
で
き
た

研
究
成
果
を
、
大
雅
生
誕
三
〇
〇
年
の
記
念
の
年
に
刊
行
す
る
。

国
宝 

池
大
雅
『
楼
閣
山
水
図
屏
風
』（
東
京
国
立
博
物
館
）
蔵

出
光
美
術
館
館
長
・
青
山
学
院
大
学
准
教
授
。

一
九
七
三
年
東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
九
八
年
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

卒
業
。
二
〇
〇
六
年
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
美

学
美
術
史
分
野
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。博
士
（
美
学
）。

博
士
後
期
課
程
在
学
中
に
渡
英
し
、英
国
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術

研
究
所
研
究
員
と
し
て
、
大
英
博
物
館
日
本
部
で
学
芸
員
の
補
佐
を
す

る
。
二
〇
〇
七
年
に
帰
国
後
、出
光
美
術
館
学
芸
員
、二
〇
一
三
年
よ
り

青
山
学
院
大
学
文
学
部
比
較
芸
術
学
科
准
教
授
に
着
任
し
、
現
在
に

至
る
。
専
門
は
日
本
近
世
絵
画
史
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
文
人
画
家
・
池

大
雅
の
風
景
画
を
め
ぐ
る
詩
と
画
の
鑑
賞
サ
ー
ク
ル
。
著
書
に
展
覧

会
図
録
『
大
雅
・
蕪
村
・
玉
堂
と
仙
厓―

「
笑
」
の
こ
こ
ろ
』（
出
光

美
術
館
、
二
〇
一
一
年
）、『
没
後
五
十
年
　
小
杉
放
菴―

〈
東
洋
〉
へ

の
愛―

』（
出
光
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
）、
共
著
『
風
俗
絵
画
の
文
化

学
』Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ（
思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
九
年
、二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
四

年
）
な
ど
が
あ
る
。

出
光
佐
千
子
（
い
で
み
つ
・
さ
ち
こ
）

著
者
略
歴
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